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 ○　栃木県内の令和７年中の水難事故発生状況  
 　・　令和７年中は、栃木県内で 11 件 14 人（うち死者７人）の水難事
 　　故が発生しています。 
 　・　過去５年間の水難者は、栃木県内で 47 人おり、そのうち 27 人が
 　　亡くなっています。 
 　・　水難事故の特徴として、死に至る危険性が極めて高いということ  
     や、誰でも被害に遭う可能性がある危険な事故ということが分かる  
     と思います。 
 　・　夏の時期は、河川における魚とりや釣り、水遊び中の事故が多発する傾向にあり、令和７年の
 　　水難事故についても 11 件全てが、５月から９月の間に発生しています。 

  

  ○　警察からのお願い  
 　　　上記のデータから分かる通り、海のない栃木県でもこれだけの水難事

  故が発生しています。
  夏休み中は、旅行等を企画されている方も多くいると思います。

 見知った栃木県内だけでなく、初めて訪れる地に心躍り、羽目を外し
 てしまう方もいるかもしれません。 

一概には言えませんが、「事故に遭う確率を下げる」行動を取っていた
だき、安全に夏を楽しんでいただければと思います。 

事故に遭う確率を下げるとはどういうことか、以下にいくつか列挙し
ます。 

○　水難事故を防ぐために  
　 ・　 増水に対する注意 
　　・　その場所では雨が降っていなくても、別の場所で雨が降り、増水している可能性があります。 
　　・　こまめに気象情報などを確認し、急な増水に注意しましょう。 
　　・　危険な箇所は、胴付長靴だけでは、転倒した際に足が浮き上がり危険です。ライフジャケッ
　　　トも着用しましょう。 
　 ・　 子どもに対する注意　  
　　・　水辺では常に目を離さないように。 
  　・　立入禁止場所にフェンスがあっても、隙間から中に入ってしまうことが
　　　あります。 
  　・　中・高校生は、深みのある川で対岸まで渡る、危険個所での飛び込み等
　　　無理なことをしない、させないようにご家庭で指導してください。 
　 ・　 飲酒後の水遊びは厳禁　  
　　・　アルコールは、判断力、運動能力を低下させます。 
　　・　飲酒をして川に入るのは絶対に止めましょう。 
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